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可
・
指
導
監
督
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
財
政

支
援
も
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
に
よ
る
事
務
の
煩
雑
さ
が
普
及
を
妨

げ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
制
度
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
４
類

型
の
う
ち
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

が
改
善
さ
れ
、
学
校
お
よ
び
児
童
福
祉
施

設
と
し
て
一
の
認
可
の
仕
組
み
と
な
り
、

指
導
監
督
や
財
政
支
援
に
つ
い
て
も
一
本

化
さ
れ
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。（
図
３
参
照
）

県
で
は
、
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
の
機

能
を
併
せ
持
ち
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や

そ
の
変
化
に
よ
ら
ず
柔
軟
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
認
定
こ
ど
も
園
の
目
標
設
置

数
お
よ
び
設
置
時
期
を
定
め
る
と
と
も

に
、
周
知
・
広
報
を
図
り
、
そ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

利
用
手
続
き
お
よ
び
保
育
料

新
制
度
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
保
育
所
お
よ
び
小
規
模
保
育
な
ど
地

域
型
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
の

方
に
、
市
町
村
に
お
い
て
三
つ
の
区
分
の

認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
図
４
参
照
）

ま
た
、
利
用
に
係
る
保
育
料
は
保
護
者

の
所
得
に
応
じ
た
支
払
い
が
基
本
と
な
り
、

保
育
料
の
額
は
、
国
が
定
め
る
基
準
を
上

限
と
し
て
、
市
町
村
が
地
域
の
実
際
の
状

況
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
手
続
き
や
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
や
施
設
な
ど
か
ら
提

供
さ
れ
る
情
報
を
よ
く
ご
確
認
願
い
ま
す
。

な
お
、「
施
設
型
給
付
」
を
受
け
な
い

私
立
幼
稚
園
の
利
用
手
続
き
な
ど
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
施
設

に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
育

て
支
援
の
充
実

新
制
度
は
、共
働
き
家
庭
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
仕
組

み
で
す
。
ご
家
庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護

者
も
利
用
で
き
る
「
一
時
預
か
り
」
や
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
相
談
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
」、

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
の

通
う
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
地

域
の
様
々
な
子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
合
っ
た
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
利
用
者
支
援
事
業
」

が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
実
施
主
体

新
制
度
の
取
組
み
は
、
住
民
に
も
っ
と

も
身
近
な
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ま
す
。

市
町
村
は
地
域
の
子
育
て
家
庭
の
状
況

や
、
子
育
て
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
把
握
し
、
様
々
な
施
設
・
事
業
な
ど
支

援
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
見
合
っ
た
も
の
を
計
画
的
に
整
備
し
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

県
や
国
は
、
こ
う
し
た
市
町
村
の
取
組

み
を
制
度
面
、
財
政
面
な
ど
で
支
え
て
い

き
ま
す
。

お
わ
り
に

県
で
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」
お
よ
び
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
３
月
に
「
み

や
ぎ
子
ど
も
・
子
育
て
幸
福
計
画　
第
Ⅰ

期
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

み
や
ぎ
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育

成
と
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
県
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
施

策
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。

今
後
も
、
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
対
策
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

現
在
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
環

境
は
厳
し
く
、
近
年
の
家
族
構
成
の
変
化

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
っ

て
、
子
育
て
に
不
安
や
孤
立
感
を
感
じ
る

家
庭
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
お
よ
び
子
育
て

家
庭
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
一
人
一
人
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
「
子
ど
も・子
育
て
支
援
法
」

が
平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
は
、

こ
の
法
律
と
、関
連
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
活

用
し
て
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の

向
上
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し

た
新
制
度
に
つ
い
て
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　「
施
設
型
給
付
」「
地
域
型
保
育

給
付
」
の
創
設

こ
れ
ま
で
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
お

よ
び
保
育
所
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

新
制
度
で
は
「
施
設
型
給
付
」
が
創
設

さ
れ
、
３
つ
の
施
設
に
対
す
る
財
政
支

援
の
仕
組
み
が
共
通
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
１
参
照
）

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域

に
お
け
る
保
育
機
能
の
確
保
に
対
応
す

る
た
め
、
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
、

居
宅
訪
問
型
保
育
お
よ
び
事
業
所
内
保

育
の
４
つ
の
事
業
が
、
新
た
に
地
域
型

保
育
と
し
て
市
町
村
の
認
可
事
業
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
対
し
財
政
支
援

を
行
う
「
地
域
型
保
育
給
付
」
も
創
設

さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
、
図
２
参
照
）

な
お
、
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
設

置
者
の
判
断
に
よ
り
、「
施
設
型
給
付
」

を
受
け
ず
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
私
学
助

成
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
改
善

認
定
こ
ど
も
園
は
平
成
18
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て

も
、
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
、
保
育
所
は

児
童
福
祉
法
、
そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
い
た
認
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「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

宮
城
県
保
健
福
祉
部
　
子
育
て
支
援
課

認定こども園（4類型）、幼稚園、保育所を対象とした財政支援

新たに市町村の認可事業となる次の４つを対象とした財政支援

認定こども園

幼保連携型

小規模保育 家庭的保育 居宅訪問型保育 事務所内保育

地方裁量型幼稚園型 保育所型

保育所

０～５歳

０～５歳
幼稚園
３～５歳

０～２歳※いずれも原則

施設型給付

地域型保育給付

※施設型給付の対象となる教育・保育施設として確認を受
けない旨の申出を市町村に行った幼稚園に対しては、
私学助成及び就園奨励費補助を継続します。

※私立保育所については、児童福祉法第24条により
市町村が保育の実施義務を担うことに基づく措置
として、委託費を支弁します。

新制度

私学助成等 保育所運営費

財政支援を
一本化
認可・指導
監督の基準
を一本化

学校教育法 児童福祉法
認定こども園法

施設型給付
子ども・子育て支援法に基づく

市町村による確認
財
政
支
援

認
可・指
導
監
督

幼稚園
（学校）

幼保連携認定こども園
（学校及び児童福祉施設）

保育所
（児童福祉施設）

従来の制度

新制度における財政支援の仕組み ＜図1＞

幼保連携型認定こども園の比較＜図3＞

事業所内
保育

事業主体：事業主等

小規模保育

家庭的保育
居宅訪問型
保育

事業主体：市町村、
　　　　  民間事業者等

19人

6人

5人

1人
事業主体：市町村、
　　　　  民間事業者等

事業主体：市町村、
　　民間事業者等

認
　可
　定
　員

保育の
実施場所等

保育者の居宅
その他の場所、施設

（右に該当する場所を除く）

保育を必要とする
子どもの居宅

事業所の従業員の子ども
+

地域の保育を必要とする
子ども（地域枠）

１号認定

２号認定

３号認定

教育標準時間認定

満３歳以上・保育認定

満３歳未満・保育認定

お子さんが満３歳以上で、幼稚園等での教育を希望される場合
 利用先　幼稚園、認定こども園

お子さんが満３歳以上で、「保育の必要な事由」に該当し、保育
所などでの保育を希望される場合
 利用先　保育所、認定こども園

お子さんが満３歳未満で、「保育の必要な事由」に該当し、保育
所などでの保育を希望される場合
 利用先　保育所、認定こども園、地域型保育

地域型保育事業の位置付け ＜図2＞

新制度における３つの認定区分 ＜図4＞
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